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条 幅 規 定 参 考 手 本　　 ― 10月末日 締切―
 

〈 

楷　

 

書 

〉
（
こ
の
課
題
で
書
体
は
自
由
。
但
し
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

 

〈 

行　

 

書 

〉

山　

本　

飛　

雲　

先
生
書

　

次
号
予
告
「
悠
然
得
佳
趣
」

□
秋
し
ゅ
う
し
ょ
く
色
林
に
入
り
て
紅こ
う

黯あ
ん

淡た
ん

、
日
光
竹
を
穿う
が

ち
て
翠す
い

玲れ
い

瓏ろ
う

。（
蘇
舜
欽
）

条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 10月末日 締切―

吉　

田　

成　

美　

先
生
書

　

秋
の
日
の
幽
居
の
さ
ま
で
あ
る
。
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条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 10月末日 締切―

条
幅
随
意
（
臨
書
）（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

舟　

尾　

圭　

碩　

先
生
書

井
之
上　

南　

岳　
先
生
臨

□ 

吹
く
可か

勢せ

農の　

い
ろ
こ
所そ

三み

盈え

年ね　

多た

可か

佐さ

こ
農の　

尾
の
上
の
松
二に　

あ
き
者は

支き

耳に

介け

り　
　

≪
新
古
今
和
歌
集
二
九
〇　

藤
原
秀
能
≫

　

  

吹
く
風
の　

色
こ
そ
見
え
ね　

た
か
さ
こ
の　

尾
の
上
の
松
に　

秋
は
来
に
け
り

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

▽
風
信
帖�

兼
恵
止
観
妙
門
頂
戴
供
養
不
知
攸
厝
己
冷
伏
惟
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 10月末日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

条 幅 随 意 参 考 手 本　　 ― 10月末日 締切―

条
幅
随
意
（
半
折
1/2
縦・
の・
み・
） （
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

吉　

田　

成　

堂　
先
生
書

□ 

釋　

空
の
詩　
「
は
か
な
し
ご
と
」　
　

圓ま
ど

満か

な
る　

碧あ
を

の
花
群む
ら　

断わ
ら

童は

髪が
み　

端き
ら
ら正

に
揺
り
て　

い
か
ば
か
り
秋
の　

あ
は
れ
を
。

≪
手
本
（
課
題
例
）
に
と
ら
わ
れ
ず
意
欲
的
な
作
品
を
期
待
し
ま
す
。≫　
　

 

半
折
作
品
は
各
課
目
ご
と
に
横
1/8
に
一
枚
ず
つ
た
た
ん
で
提
出
く
だ
さ
い
。

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

清　原　大　龍 先 生 書

条幅随意（半折1/2）漢字・詩文書の手本は、各月 
交互の掲載となります。

□ 

中
田
品
子
の
句

　

じ
ゃ
が
い
も
の

　

 
 

北
海
道
の
土
落
と
す

	

収
穫
の
秋
、
最
近
は
年
中
あ
る
も
の
が
多
い

で
す
が
、
や
は
り
旬
の
も
の
が
い
い
で
す
ね
。

「
じ
ゃ
が
い
も
」
と
い
え
ば
、
昔
、
北
海
道

の
友
人
か
ら
、
送
っ
て
も
ら
っ
た
じ
ゃ
が
い

も
の
味
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 10月末日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
木も

く

葉よ
う

秋し
ゅ
う

声せ
い

を
動う

ご

か
す
（
周
弘
）

　

木
の
葉
は
風
に
吹
か
れ
て
さ
ら
さ
ら
と
秋
の
声
を
ひ
び
か
す
の
で
あ
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
楓
林
江
色
寒
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 10月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 10月末日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
木も

く

葉よ
う

秋し
ゅ
う

声せ
い

を
動う

ご

か
す
（
周
弘
）

　

木
の
葉
は
風
に
吹
か
れ
て
さ
ら
さ
ら
と
秋
の
声
を
ひ
び
か
す
の
で
あ
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
楓
林
江
色
寒
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 10月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 書

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

□
江
山
淸
趣　
　

江こ
う

山ざ
ん

の
清せ
い

趣し
ゅ　

（
周
鼎
）

川
や
山
の
清き

よ

い
お
も
む
き
。
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半 紙 随 意（ 臨 書 ）参 考 手 本　　 ― 10月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目は一人一点とする）

≪
臨　

書
≫　

字
形
を
縦
長
に
と
り
、
線
の
強
弱
、
墨
の
潤
渇
も
意
識
し
て
書
こ
う
。

「
恵
止
観
妙
門
頂
」

▽
風
信
帖

半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 10月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 臨



9

半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 10月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

≪
仮　

名
≫　

吹
く
可か

勢せ

農の　

い
ろ
こ
そ
み
盈え

年ね　

多た

可か

佐さ

こ
の　

尾
の
上
農の

松
耳に　

秋
盤は

き
尓に

遣け

り

舟　尾　圭　碩  先 生 書

　

吹
く
風
の　

色
こ
そ
見
え
ね　

た
か
さ
こ
の　

尾
の
上
の
松
に　

秋
は
来
に
け
り
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 10月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の実用書・手紙文の手本は、各月 交互の掲載となります

一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　   ― 10月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

大　坪　桂　子  先 生 書

≪
手
紙
文
≫　
令
和
と
改
元
さ
れ
て
以
来　

書
店
に
は
典
拠
と
な
っ
た
万
葉
集
に
ち
な
む
様
々
な
本
が
並
び
太
宰
府
を
訪
れ
る
人
が

急
増
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す　

万
葉
の
歌
人
達
も
突
如
脚
光
を
浴
び
驚
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う　
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　   ― 10月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

≪
暮
ら
し
に
役
立
つ
書
≫　
　
　

兵　頭　白　慧  先 生 書

罫
の
あ
る
便
箋
に
書
い
て
み
よ
う
。
≪
26
㎝
×
18
㎝
≫　

紙
質
は
自
由
。

※ 本研究社にて「特選便箋」を発売しております。本誌裏面をご参照の上、ご利用ください。
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ｂ≫　 ― 10月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

小　畠　秋　聲  先 生 書
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一般の方も是非チャレンジしてください。坂元紫香　先生書

今月のかきかたドリル（形や注意する点に気をつけてゆっくり書こう�）
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（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
の
も
の
も
よ
い
。
但
し
、
そ
の
学
年
に
ふ
さ
わ
し
い
語
句
が
望
ま
し
い
。）

小 学 ４ 年 小 学 ３ 年 小 学 ２ 年 ようねん・小学１年

≪
条
幅
1/4=

四
尺
画
仙
紙
半
折
1/4
…
68
㎝
×
17
・
５
㎝
≫　

坂

元

紫

香  

先 

生 

書

中学 ２・３年 中 学 1 年 小 学 ６ 年 小 学 ５ 年

学 生 部 条 幅1/4  参 考 手 本   　  　― 10月末日 締切―学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 10月末日 締切―
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 10月末日 締切―

よ
う
ね
ん
・
小
学
一
年

次
号
予
告
「
つ　
　

き
」

□
「
き
」
は
、〝
ハ
ネ
〟
と
〝
ト
メ
〟
の
ふ
で
づ
か
い
の
ち
が
い
に
気き

を
つ
け
、「
く
」は
の
び
や
か
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

坂　元　紫　香  先 生 書

小
学
二
年

□
「
ね
」
の
〝
む
す
び
〟
は
、筆ふ
で

の
軸じ
く

だ
け
を
ま
わ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

次
号
予
告
「
か
お
り
」

小
学
三
年

次
号
予
告
「
文　
　

化
」

□
始
筆
の
は
い
り
方
と
線
の
方
向
に
注
意
し
、
中
心
と
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
、
明
る
く
伸
び
や
か
に
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

小
学
四
年

□
転
折
の
強
弱
を
は
っ
き
り
と
つ
け
、
各
字
の
空
間
は
均
等
に
と
り
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
こ
う
。

次
号
予
告
「　

歌　

」
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 10月末日 締切―

小
学
五
年

次
号
予
告
「
令　
　

和
」

□
〝
は
つ
が
し
ら
〟
の
書
き
順
に
注
意
し
て
、
払
い
を
伸
び
や
か
に
。「
山
」
は
左
右
の
空
き
に
気
を
つ
け
て
。

秋　永　春　霞  先 生 書

小
学
六
年

□
「
創
」
は
〝
へ
ん
〟
と
〝
つ
く
り
〟
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
て
。「
造
」の
〝
し
ん
に
ょ
う
〟
は
伸
び
や
か
に
。

　

次
号
予
告
「
飛　
　

梅
」

中
学
一
年

次
号
予
告
「
日
本
の
古
典
」

□
点
画
の
連
続
と
筆
脈
・
筆
圧
の
変
化
に
気
を
つ
け
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
動
き
の
あ
る
作
品
に
し
よ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

中
学
二
・
三
年

□
各
文
字
の
字
形
に
注
意
し
な
が
ら
、〝
ト
メ
〟・〝
ハ
ネ
〟、線
の
強
弱
を
意
識
し
、
流
れ
の
あ
る
作
品
に
し
よ
う
。

次
号
予
告
「
万
葉
集
」（
行
書
）
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

10月
末

日
締

切
―

とめる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

ようねん（※ようねんの方は、小学一年の課題を書いてもよい。但、審査は従来通りです。）

まげる

たててよこせんにつける
（そら）

しっかり　つける

小学一年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

10月
末

日
締

切
―

（かえ）（なに）

はねる

立ててよこせんに

　　　　　つけるはねるはねる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学二年

（あつ）（さむ）

まっすぐおろすつける 長く書く立ててよこかくにつける

小学三年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

10月
末

日
締

切
―

上の横画より短い
（つづ）

はねる はねる とめるとめる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学四年
はねる

たててよこかくにつける

はねるはねる

小学五年

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

10月
末

日
締

切
―

はねるはねるとめる

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
　

小学六年

中学


